








非抱合型高ビリルビン血症を呈する Gunn ラット(1,2)と無アルブミン血症ラット(N-AR,3)

との交配により育成された無アルブミン-高ビリルビン血症ラット(AJR,4)は,重篤な核黄

疸を呈し生後 20 日までに死亡する事が判明している。今回我々は,血清ビリルビンの脳内

移行の機序を解明する事を目的として,AJR の血清及び脳中ビリルビン量を測定するとと

もに,NAR 血清中におけるビリルビン結合蛋白の同定を行った。さらに NAR をもちいて,ビ

リルビン注入実験を行いビリルビンの脳内移行の機構を検索した。 


